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戸 田 城 聖 の 生 き た 時 代
一 戦 時 ジ ャー ナ リズ ム研 究 の立 場 か ら一

高 崎 隆 治

高崎で ご ざい ます(拍 手)。

創価大学 には、 これ まで七、八回講演 に来 てお ります。大体、 ど うい う話 を、 どの よ うに

すれ ば反応があ るか、 とい うことは分 かっているつ もりでお ります。

ただ、何処へ行 って も、私 は、勝手 な ことばか り言 いますの で嫌われ る、 とい うこと も

あ ります。話の途中で突然、耳障 りな ことを言 うか も知れ ませ んが、 その辺は、 そ うい う

性格の人間で ある、 とい うことでお許 し願 いたい と思い ます。

多分 、僕 は、創価 大学 で、 あまり好 かれ てないな あ、 とい うふ うに感 じられたのは、 そ う

い うクセが出た ことが一回 あ りました。話 の途中で、 「戦 う意志 の無 い奴は 、僕 の話 を聞

かな くて もいい。出て行け」 と、言 った。

その時 、前 の方で ノー トを採 っていた、数 人の学生 を ヒョッと見た ら、皆 さん、大 変、

悲 しそ うな顔 をしたので、今 の言葉 は取 り消 そ うか な、 と思 った。 しか し、言 って しまっ

た以上 、 もう取 り消 しは出来 ないとい うことで、「いや、 これ は君 たちだけの問題 ではな

い。 この大学の教職 員 も同 じことだ」 と、わめいた ら、 ど うも一番 後 ろの方に二 、三人 、

職 員の方 が お られ た よ うで、 それ か ら嫌 われ たんでは ないか、 と思 ってい ます(笑 い)。

それ ぐらい勝手 な ことを、何処へ行 って も言 いますので、 なるべ く気 を付 けるよ うに しま

す。

一見 、私 は、若い よ うに見 えるのですが、1925年(大 正14年)生 まれ 、年齢 は75歳 です 。

体 が丈夫 な理 由の一つ は、中学か ら大学 の予科(現 在の、大学 前期の教養課程)の 時 まで、

剣道部の レギュ ラーだった ことにあるか も知れ ませ ん。

剣道部 とい うのは、雨が降 ったか ら、雪 が降 ったか ら稽 古は休み、 とい うわけにはいか

ない。外でや る他 の運 動部 と違 って、年柄年 中、稽古 を しなければな らない。雪 が降 ると

喜 び勇んで、わ ざわ ざ校庭 に出て裸足 で稽古 をや る、 とい うち ょっと気違 い じみた ところ

RyujiTakasaki(ジ ヤ ー ナ リ ズ ム 研 究 家)
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があ りました。 そのお陰 で体力 が あるらしく、十歳 ぐらい若 く見 られ るので はないか な、

と思 ってお ります。

時代背景とは切 り離せない文学作品

私は、戦争末 期の学徒兵 の生 き残 り、と言 うよりも、正確 には"死 に損 ない"と 言 った

方がいいか も知れ ませ ん。

軍 隊 とい うの は軍 隊ではな く、"軍"と いう字 に しんに ゅうが付 くと ころの"ウ ンタイ"

だ とい う説 があ ります。"運"が 良 かったとい うことで、今 日まで生 き延び る ことにな っ

た と思 って お ります 。

ただ、一つ だけ申 し上 げます と、戦争中、学徒 には特権 があったんです。つ まり、特別

i操縦見習士官 に志願 をすれば、最初か ら金筋一本 に星 が三つ とい う見習士官になる。特 甲

幹 に志願すれば、 いきな り伍長の金筋一本 に星が一個の下士官になれ る。

だか ら、僕 らの仲 間は、ほ とん どが特甲幹 な り、特操 な り、 あるいは海軍予備学生 など

に志願 しま した。 しか し、私は、最後の最後 まで 、信ず るところが ありまして、志願 を し

ませ んで した。志願 を した連 中は、大体 、戦死 して しまった。

死 ぬのが怖か ったのか、 と言 うと、それ は もう怖い に決 まってい る。決 まっているけれ

ど も、殺 され るの はイヤだが、殺 すのは もっとイヤだ、 と思 って志願 をいた しませんで し

た。

ところが、軍隊 というところは酷 い所で、入った ら トタンに、中隊長 に呼ばれて、

「貴様 は、剣道の選手であ りなが ら、何故、志願 をしないか!」

と、怒 られ ました。

そ う言われ るだ ろう、 とあ らか じめ考 えていま したか ら、答 えを用意 して いたんです 。

志願 をすれば、下級 ではあるけれ ど も将校 にな る。将校 になれ ば、歩兵の場合 は、百 人 ぐ

らいの部下 を持つ よ うになるんです。 そこで、

「僕 は、部下 に向 か って、命令 をす る自信が あ りませ ん。間違 った命令 を下 した時 に、僕

の命令 によって 、大勢 の部下 を殺す ことにな るか も知れ ない。そ うい う自信 が無 いか ら、

志願 を しませんで した」

と、言 った トタンに、

「バ カモ ノっ!」

と、殴 られ ま した。

「お前 に、 自信が あるかないか、な どとい うことは、 どうで もいいんだ。た だ、お前が
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適任であるかないかということは、お前が決めることではない。軍隊が決めることである」

と言って、また、三つか四つぶん殴 られた。

一緒に入隊した学生の中で、殴 られたのは僕一人なんですね。志願 しなかった人も、他

の大学の学生ですが、何人かいました。しかし、彼 らは、運動選手でなかったために、殴

られませんでした。

僕 は、運動部の中でも"最 右翼'の 剣道部です。今の剣道とちがって人を殺す練習ばか

りやっているわけですから。運動部の選手だった、とい うことが致命傷になって、酷い目

に遭いました。もう一つ他に理由がありましたがそれは省略 します。

ところで、僕は、文学部の国文科出身で、近代文学を勉強 してきた。ところが、文芸評

論家とは言われないで、何時の間にや ら、"戦 時下のジャーナリズムの研究者"と よばれ

るようになってしまった。

何で、そうなったのか。

今、日本文学の研究者の中には、それほど際立った学問上の流派 というものは無いと思

います。しかし、僕が学生の頃、戦中、あるいは戦争直後の頃ですが、日本文学の研究に

は色々な学派がありました。

僕の先生は、実は、「歴史社会学派」という派を作っていた。これを説明するには時間

が掛かりますが、簡単に言いますと、ある文学作品を評価す る場合に、それが成 り立った

ところの歴史的な背景、社会的な状況というものを抜 きに しては出来ない。これが、「歴

史社会学派」の一番中心になる考 え方なんです。

ところが、この 「歴史社会学派」 と、鋭く対立する 「日本文芸学派」というのがありま

した。当時の東北帝大、今の東北大学に岡崎義恵 という先生がいらして、この 「日本文芸

学派」 と 「歴史社会学派」とは、物凄い論争をやります。

これは文学史の中では、「国文学論争」 と言われる大論争なのですが、最終的には、「歴

史社会学派」は、社会主義者ないしは社会主義に近い"自 由主義"で ある、というような

ことを言われまして、私の先生たちは職 を失い、ある人は中国へ渡って、中国の師範大学

などで教鞭 をとったり、ある人は獄に繋がれたり、という結果になりました。ですから、

文学作品を研究する場合、作品とその時代 と切 り離す ことは出来ないというのが、僕 らに

とって大原則なんですね。

朝鮮戦争を機に、「十五年戦争」を問い直す

私の卒業論文は、「シベ リア出兵における反戦文学」 というテーマでした。立野信之や

一83一



高崎 隆治

黒島伝治 とい った人たちが、 いわ ゆる"反 戦"に 関わ る作 品 を残 しています。黒島の名前

などは、 ご存 じないか も知れ ませ んが 、岩波文庫 に 『渦巻 け る鳥の群』 とい う薄 い小説が

入 っていて、 これ が黒島伝治の代表作です。 これな ども、時代の背景が分か らないと、作

品 その もの を理解す ることは出来 ないで しょう。

と もあれ 、僕 は、"シ ベ リア出兵"に 関す る反戦文学 を、卒業論 文に書 きま した。その

後 、学校 を出ま してか ら、横 浜の ミッシ ョンスクール で国語の教員 をやってい ました。 そ

れか ら間 もな く、1950年(昭 和25年)6月 に なって、朝鮮戦争 が起 こったの です。 当時、私

は、まだ二十代で あり、

(ひ ょっとす ると、 これ は危 ないので はないか。 もう一度、若者た ちを軍隊 に引 っ張 るん

ではないか……)

とい うよ うな恐怖 を感 じま した。

太平洋戦争は、五年 ほど前 に終 わったばか りです。それなのに、また、新 たな戦争に巻

き込 まれ よ うとしているわ けです。

待て よ、 と思い ました。 あの戦争 は、一体、何 で あったのか、振 り返 る必要が あ りは し

ないか。戦争 に対す る、自分の態度、考 え方 を、 きちん としておかない と、 これは大変 な

こ とになるか も知れ ない、 とい う危惧 を抱 きま した。その ことが あって、"シ ベ リア出兵

の反戦文学"か ら、「十五年戦争」 に関わ る戦争文学 に研究テ ーマを切 り替 えたの です。

「十五年戦争」下の戦争文 学 とい うことにな ると、真 っ先 に問題 になるのは、石川達三

とい う作家 です。彼 は、第一 回の 「芥川 賞」作 家です 。 日中全面 戦争 が起 こったの は、

1937年(昭 和12年)7月7日 の ことで、12月 には 「南京攻略戦」 が始 まるわ けです が、彼 は

『中央 公論』の特派員 として従軍 しています。

その時 、中国の地で兵隊か ら聞いた話 、 自分が見た こと、 それを基 に書 いたの が 「生 き

てゐ る兵 隊」 とい う作品です。 これ を 『中央 公論 』の1938年3月 号 に載せ た。 ところが、

たちまち発売禁止 になった。

検 閲に当 った軍当局は、何 と言 ったか。「虚構 の事実 を、 あたか も事実で あるかの よう

に書 いた」と言 って、石川達三 は"禁 固 四 ヶ月、執行猶予三年"と い う結果に なるのです。

しか し、愚かな裁判官 がいると思 って 、僕 は、呆れか えらざるを得 ない。小説 とい うもの

は、"虚 構"を 何処 まで事実の よ うに書 けるか、 とい うことを眼 目に してい るわけです よ。

事実百パ ーセ ン トの小説 な どとい うもの はあ り得 ない。何処 かに"虚 構"が あるんです 。

それが ダメとい うな らば、 日本に小 説家 など一 人 もいな くなる。冗談 ではない、 と僕 は思

うわ けです。

その頃、僕 は子供で したが、新聞 を見 ると 「"生きてゐる兵隊"事 件」 など と出てい る。
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これ は一体 、何 だ ろ うな、 と思 って いま した。今 日、「十五年戦争」下の戦争文 学 を語 る

以上 、これ を問題 に しなければな らないわ けです。

石川 は、「南 京攻略戦」 に従軍 して、「生 きてゐ る兵隊」 を書 いた。 ところが 、今 で も、

あの 「南京事件」その もの が嘘で ある、とか、あれは幻 であ る、と言 う連 中がい る。僕 は、

冗談 を言 って はいけない、 あれは決 してデマなどでは ない、 と言 い続 けて いるの です。

戦争 中、あれ だけ検閲の厳 しかった時代 であって も、 中国で 日本軍は、 どうや ら酷 い こ

とをやっているので はないか、 と思わせ るよ うな従軍記 は、石川 以外にい くつ もあるんで

す。 その 中で、 「生 きて ゐ る兵隊」 が何故 、狙 われ たのか 、 と言 えば、彼 が、 第一 回の

「芥川 賞」作家 だったことが、理 由の一つ に挙 げられ るで しょう。

当時の事件 にふれ る作品 は他の人間 も書 いてい ます 。佐 々木元勝 とい う方 がい ます。 こ

の人 は兵隊で はあ りません。東大法科出身で 、逓信省の野戦郵 便長 とい う軍属 なんです。

この人が 『野戦郵便旗』という本 を、昭和15年 に出版 してい るわけです。それ を見 ます と、

前後 に伏字 が ありますけれ ども、これは、大変 なことだ、何千 、何万 とい う中国人 、 もち

ろん中国兵が大 部分なんだろ うが、 日本軍が殺 してい るな あ、 とい うことが分か るわけで

す 。

僕 は、 中学生の時 に、本屋 の店頭 で、この本 を読み ま した。二、三十ペ ージ読 んでは帰

る。翌 日、また行 って、 と四、五回それ を繰 り返 して、全部読 んで しまった。 その後、や

は りあの本は 、もう少 し丁寧 に読 んだ方 が よい、と思い、小遣 いを貯 めて買 いに行 った ら、

もう売 っていなかったのです。

西条 八十 とい う有 名な詩人 がお ります が、彼 も 「南京攻 略戦」 に従軍 して、 『蝋 人形 』

とい う雑誌 に、「南京攻略戦」の従軍記 を連載 してい る。それ を見て も、 これは、大変だ、

と思わせ る描写 があ ります 。攻略戦が終 わ り、南京城 内への入場式 が行なわれ るの に、死

体の山 を片付 け ようがない。そこで高 い塀 を巡 らせ た。その 内側 には、 それ こそ、中国人

の死体が山の ように積 まれ ている、 とい うことを、戦争 中に書 いてい るんです 。

です か ら、「南京事件」 を推測 させ るよ うな作 品は、すで に戦争 中に発表 された作品 に

ある。 日本人 は知 らない ブリをしているだけだ、 とい う趣 旨 を、僕 が朝 日新聞記者 に話 し

た。それ を切 っ掛 けに して、今 か ら二 十五年 前 に、 「朝 日」の本 多勝一 、徳 間書店の和 多

田進 、早稲 田大学の史学科の先生 の洞富雄 、それ と私の四人で 「南京事件調査研究会」 と

い うの を作 りました。

、十年間ほ ど、会合場所 を転々 とさせなが ら、研究会 を持 ち続 けま した。右 翼か ら狙われ

てい ま したか ら、本 多氏 などは二年間、家に帰 ることが出来 なかった。本多の家の前 には

何時で も、右 翼の車 が止 まって いま した。 そんな中で、調査 ・研究 を進めたわ けで 、僕 ら
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は 「南 京事件 は事 実であ る」 と言 うことを、止 め るわけにはいかないのです。

論争 の相手 は、『「南 京大虐殺」の まぼ ろ し』 などと書いた鈴木 明である とか 、 もう亡 く

な りましたけれ ども、山本七平 などが います。 ご存知の ように、山本 は、別名 をイザヤ ・

ベ ンダサ ンと言 い ます。 『ユ ダヤ人 と 日本人 』 とい う本 を書 いて、それ はベス トセラーに

なったので有名 です けれ ども、 イザ ヤ ・ベ ンダサ ン=山 本七平 であ りまして、 あの本 はユ

ダヤ人が書 いた、な どと思 った ら、 とんで もない間違 いです 。

そ うした連 中が、 しきりに挑戦 を して くる。受 けて立た なければいけない。 それ を十年

間ほ ど繰 り返 していたわけですね。

四人で十年間、 それ をやってお りま した。そ して、今か ら十五年前 に、 どうや ら勝負 が

決 まった、我々が、勝 ったよ うだ、 とい うことか ら、非公式だ った"調 査研究会"を 広 げ

よ う、とい うことで、十数人の仲間 を新た に加 えま した。

「朝 日新聞」が その時、「南京事件調査研究会」が出来た、 と報 じて、メ ンバ ーの名前 を

載せて いま した けれ ども、実際 には、それ までの十年間 に、わずか四人でや って きた歴史

があったのです。

「南京事件」の真相究明のために雑誌を渉猟

「南京事件」 につ いて は、あんな ものはデ ッチ上 げで ある、幻 である、 とい う説 がいま

も根強 くあります。

仮 に、 も し、 あれ が虚構で あった り、誇張 で あった りすれ ば、「歴史社会学 派」の立場

か らして、石川達三の 「生 きてゐる兵隊」 に対す る評価 も、当然、変 わってこなけれ ばな

らないわ けです。 しか し、あれ はど うして も、デ ッチ上げ とは思 えない。 むろん作品 自体

は、フ ィク シ ョンで はあろ うけれ ど も、「南 京事件」の真実の一部 を描 き出 して いること

は間違 いない。

その ことを裏付 けるために、僕 は、色 々な戦争 中の雑誌や新聞、単行本 を調 べ上 げたん

です。論争 自体 は今 も続 いているわけです が、 そ うい うことをや っている うちに、僕 は重

大 な問題 に気が付 いた。 それ は、戦争末期 になるに従 って、用紙 事情 、印刷事情 が悪化 し

ていきます。 その ため、雑誌 などに載せ た随筆 なり、小説 なり、それ は何 で もいいのです

が、戦争 を主題 とす る作品の多 くは雑誌 に載せ っぱ な しで終 わ ることになるの です 。普通

な らば、 それ らを何篇か集 めて、一冊の単行本 として出て来 るはず なんです。

ことに、昭和十八年以降 は、そ うい う形の出版 は減 ります。雑誌 に書 いた もの は、その

まま載せ っぱな しで、単行本化 されな くな る。単行本 になる機 会がな くなるわけです か ら、
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戦争文学 を研究 しよ うと思 えば、当時 の雑誌 を見なけれ ばな らない し、集 めなけれ ばな ら

ない、 とい うことになるんです。

私 が、そ う言 い ます と、国会図書館 にで も行 った ら、簡単 に分か るのに、 と思 われ るか

も知 れ ませ ん。 しか し、国会図書館 では まるで用 が足 りません。僕の ところにまで、今 ま

で何 回か、国会 図書館 か ら 「昭和何年頃 、 こうい う雑誌 があると思 います が、何年 ぐらい

まで出ていま したか?」 なんて聞いて くることがあった。

僕 は腹 が立 って、

「冗談 じゃない。僕 は、誰か らも援助 も補助 も受 けていない。国会図書館 は国 の予算 で

運営 されている。僕 が、国会図書館 に物 を聞 くのな ら、それ は当たり前か も知れ ないけれ

ども、何 で、国会 図書館 が僕 に聞いて来 るんだ。そんなことは知 っていて も、返事 なんか

出来 るか」

と言 って、何 回か喧嘩 した。 その ように、国会 図書館 に無 い雑誌 とい うのは、実 は、無

数 にあるとい うことなんです。

そのために、僕 は、古本屋の即売 会な どに、 しば しば足 を運び ま した。高校の教 員 をや

って いる頃の ことですが、修学旅行で九州や四国、あるいは北海道 などに行 きます。旅館

に着 いて、「よ一 し、解散。門限 は何時 まで」 と言 う。そ して、僕 はその まま、旅館 の番

頭 さん に、「この付 近に古本屋 ありませんか?」 と聞いて 、行 って しまう。

修学旅行か ら帰 り、女 房がお土産 だと思 って開 けた ら古本 ばか り。女房に怒 られち ゃっ

て、一週間 ぐらい口 をきいて もらえなか った、 とい うこともあ りま した(笑 い)。 そ うい う

思 いで戦 中の雑誌 を集 めたわけです。 その結果 、大体 、戦時下の戦争文学 とい うものは、

どうい うもので あるか、おおよその見当 はつ いたのですが、 そ うした過程で 、実 は、『小

学生 日本』 とい う雑誌にぶつ かったのです。

時局に抵抗 した戸田城外の 『小学生日本』

先 ほ ど、僕 は、文学作品の研究 に当たっては、その作品が成立 した時代の状況、社会の

状態 、そ うい うもの を抜 きにして作品の評価 は出来 ない、 と言 い ました。

戸 田城外 が編集 ・発行の 『小学生 日本 』 を調べ ることは、原理的に文学作品 を調べ るの

と同 じことなんです 。

つ まり、その 『小学生 日本』 とい う雑誌 が、 どの くらいの価値 があるのか。ど うい うと

ころが長所で あ り、 どうい うところが欠点 と思われ るか、 とい うことを考 えるためには、

その時代 が分 か らなけれ ば、どうしよ うもない、 とい うことなんです。
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創価学会の青年部に招 かれて講演 などに行 きます と、質 問が出ます。

「牧口先生 や戸田先生 の書 かれ た もの を、 ほんの一部だが読 んでみると、何で こんな遠

回 しに言 うのか、もっとズバ リと、何で言 えないのか。そ うい う感想を持 た ざるを得 ない。

この ことについて は、 どうなんで しょうか」

と。

そ うい う質 問に対 して、簡単 に言 い ます と、戦争 中の 行動 あ るい は思 考 な どは一 見、

"五十歩百歩"の よ うに見 える もの は無 数に あるんです
。 しか し、戦争 中の"五 十歩"と

"百歩"と い うのは
、天 と地 の違 いがあ ります。

ある部 分では、 これ は妥協 して もいいだ ろう。 しか し、 この間題 は、妥協 は出来 ない、

とい うことを、雑誌の編集者 は考 えなが ら作 らざるを得 ない。つ まり、全面的 に戦争 を拒

否 した り、批判 を した、 となれ ば、雑誌の発行 自体が一回 と保 たない。

『中央公論』の よ うな大雑誌 です ら、石川達三の小説一一篇で"発 売禁止"に なる ぐらい

です。一回 だけで も雑誌 の発売禁止 を食 った ら、小 さな出版社 な らたち まち倒 産 します。

『中央 公論』 だったか ら、倒 れなか っただ けの話ですね 。発禁 にな った ら、会社 が倒れ て

しまう。だか ら、あ る部分の妥協 やむな し、 とい うこ とは、誰で も考えないわけにはいか

ない。

この 『小学生 日本』 とい う雑誌 も、発禁 になる ことは困 る し、第一、出版社 として、用

紙の配給 が停止 されては困る、それ を考 えれば、 もっ と戦争 に協力的でなけれ ばな らなか

ったはずです 。 しか し、 この 『小学生 日本』は、当時の少年少女雑誌 としては、最 もこの

時代 に妥協 しなか った雑誌で あろうとい うことが分 かって きま した。

それ は同時代 の雑誌 と比べれば歴然 と してい ます 。子 ど もの雑誌 には、講談 社の 『少年

倶楽部』、小学館 には 『小 学一 年生 』、 『二年生』、 『三年生 』、『四年生 』、 『五年生』、『六 年

生』 などが あります。 これ は後 に、『少国民 の友』 と改題 され ます。

あるいは講談社 の 『少女倶楽部』、また、少 し時期は外れ ます が、『小学 生 日本』 と入れ

替 わ るよ うに出版 された 、「朝 日新聞社」の 『週刊少 国民 』 とい う子供向 けの雑誌 もあり

ます。

それ らの どれ と比べて も、 『小学生 日本 』は、当時の戦争か ら最 も遠 く距離 を置 いてい

る。僕 は、『小学生 日本』 を十冊 くらい しか収集 してお りませ んけれ ど、 そ うい うことが

はっ きり分か ります。
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用紙事情悪化の中で新雑誌を創刊

その証明として、『小学生 日本』(五年生用)の創刊号の主要な目次を見てみたい。

報国美談 ・輝 く陸戦隊の華(高 瀬 五 郎)

スパ イ小説 ・南海 の熱風(茂 野 幽 考)

畑俊六 大将 の兄弟愛物語(川 中 三 省)

少年少女小説 ・明日への道(塩 田 恵 子)

ユ ーモ ア小説 ・知 ちゃん(安 野 茂)

漫画 ・感蛙博士 と飛男君(吉 本 三 平)

五 少 年 の 世 界 一 周(沖 野岩三郎)

時 代 小 説 ・風 雲 天 狗 連(北 野 兵 助)

明るい勉強室 ・国語、算術、理科、国史など

目次 だけでは、中身は分 か らないか も知れ ません。

しか し、私が読ん だところでは、時局 向 きの記事 とい うのは、初 めの三つ です ね。 この

三篇 だけが時局向 きになってい ます。

ところが、 あとは少年少女小 説、ユ ーモ ア小説、漫画 が並 んでい ます。 「感蛙 」 とい う

字 は 「考 え る」 と、読 むの だ と思い ます 。それか ら、 「五 少年の世界 一周」、「時代小説」

と続 けてみ ると、初 めの三篇 を除 けば、 あとの全てに戦争の匂 いが全 くない。そ うい う内

容 なんです。

そ うい うもの を、 この時代 に雑誌 に載せ るとい うのは、よほ ど覚悟 がなければ載せ られ

ないんです 。初 めの三 篇の時局 向きの記事 と、小説 その他平 和的 な記事 を載せ ることで、

うま く検閲 をくぐり抜 ける とい う方法で、創刊 号 を作 った と考 え られ るわけです ね。

ところが、時局 に合 わせ た最初の三つは、実質 的には、非 常に短 いんです。大変 に短 い。

これ は飾 りとか、 あるいは"枕"と いった感 じで載せ た もの と考 えられ ます。 それ に比べ

て、後 の方はそれぞれが、 かな りの長 さを持 った文 章 とな って います 。特 に、 「五少年の

世界一周」 を書いた沖野岩三郎 とい う人は有名 な作家で、全体 の中で編集者 が一番大事 に

しているの はこの文章だな、 とす ぐ分 かるよ うな旅行記 になっているのです。

ところで 、この当時、雑誌 を創刊 す るな どとい うことは、非常 に難 しかった。昭和十六

年版 の 『雑誌年鑑』に は、次 ぎの ように書 かれ ています。

「当局 は、まつ原則 と して、創刊 雑誌 を認 めず、また既 刊の定期刊行物 において も不急
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の物 ない し同一性質の もの はど しど し淘汰 し(略)十 五年(昭 和)に 至 るや、当局 は更 に統制

を強 化す る目的の下 に、従来 とつてゐた範囲 を拡張 し、類似雑誌の淘汰に乗出 した」

と、 こうあ ります。

戸田城外 はこの時 に雑誌 を創刊す るのです。 したがって、初 めの三篇、時局向 けの記事

を載せ ないわけ にはいか ない。 これ がな けれ ば、創刊 は認 め られ ない。 しか も、初 めの

「報 国美談 ・輝 く陸戦隊 の華 」の執筆者 、高瀬五郎 とい う人 は、内閣 に直属す る 「用紙統

制委員会」の メ ンバ ーの一人 なんです。彼 は、階級 は海軍少佐 なんですね。要す るに、出

版 にかかわる海軍の代表です。 その彼 に、執筆 を依頼 し、それ を また、巻頭に載せ るとい

うことで、この雑誌の創刊 を認 め させ たと思 います。 この辺 は、相 当に考 えたや り方だ と

思い ます。

その証拠 に、二号 、三号、四号 と次 々と出 してい く過程 で、だんだん時局向 きの記事が

無 くなって くる。四冊 目辺 りになると何 も無 くな る。 この辺 が、戸田城外の本 当の心、抵

抗精神の表 われ ではなかったか と思い ます。

しか し、 こうい うことを言 うと、妙 な批判 をす る人がい る。戸 田城外 は戦争 中に、軍部

に抵抗 していた、 と言 うが、何 だ、高瀬五郎 などとい う海軍省軍事普 及部の将 校 に物 を書

かせた り、畑俊六 な どとい う、それ こそ 「南京攻 略戦」 で悪名高 い陸軍大将な どの 、伝記

をのせてい る。少 しも平和志 向の編集 など していないではないか、などと短絡 的 に言 う人

がいるわけです 。

ところが、それは、 とんで もない間違 いです。創刊号一つ を見て も、極端に いえば、命

懸 けです。下手 をす ると、ち ょっ と来 い、で、何 時、監獄 か ら出 して もらえるか分 からな

いよ うな状態 にな りかねない。それ ばか りか、二号、三号 と進 むに従 って 、次 第 に、旗印

が鮮明に なって くる。その ことと当時の時代背景 を見ず して、軍部 に協力 して いるではな

いか、とか、もっと反戦の旗印 を高 く掲 げるべ きだ、な どと知識人 が言 っているよ うでは、

ど うしようもない。

かつて、学生運動 が盛 んだった時 があ ります。それ は、僕 の尊敬す る思想家 、丸 山真男

が、教壇 を退 くよ うな事態 に もなっていきます。そ うい う時代 に、僕 など もある場所で シ

ンポジュームがあ りまして、 日高六郎 と一緒 に招かれた ことがあ ります。 ほとんどが学生

で あ りま したが、彼 らの前 で話 を しま した。 その時、僕 な ど小者 だか ら、 あま り非難 され

ることはなかったのです が、 日高 さん は、物凄 く学生 か ら批判 され ました。

僕 は、 どう言 われ たか。「あなたは、何故、銃 を取 ったか」 と言 う。僕 は、

「馬鹿 を言 ってはいけない。銃 を取 ったかではない。何故 、あなたは銃 を取 らされ たの

かと、こ うい うふ うに言 うべ きだ。僕 は、学徒の特権 は全 て放棄 した。だか ら、最後 まで、
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ただの兵 隊であって将校 ではない。 これが、僕 の出来 る精一杯 の抵抗 なん だ。 これ以上の

ことを、あなた方 が言 うの なら、それ は、この国 に何故、あなたは男 として生 まれたのか、

と問 うことと同 じで ある。何故 、お まえは この国 に生 まれたのか、なぜ男 に生 まれたのか、

と言 われたって、ど う仕様 もないではないか。何故 、銃 を取 ったか、とい う質問に対 して

は、 これ以上僕 は答 えを知 らない」

そ う言 った ら、僕 に対す る批 判は無 くな りました。 しか し、学生運動の闘士 が、そんな

ことを言 っているよ うで は話に ならん と思 うんです 。それ と同 じことで、戸 田城外 は命 を

賭 けて、必死 になって戦 っていた ことが見 えないのでは仕様 がない。 しか し、それ を見 よ

うとして も、その時代 を知 らなければ何 も見 えてこない、 とい うことなんです。

「サクラ読本」世代に、新 しい視野を

戸田城外の年譜 な どを見 ます と、創価教育学会 が創立 され たのは、昭和5年(1930年)の

11月 だ と書 かれ てお ります。

昭和5年 と言 います と、まだ、僕 は、小学校 に上 がる前です 。僕 は、昭和7年 の4月 に

小学校一年 に上 がったわけですか ら、小学校 に上が る前の状況 とい うのは、 どんな ことが

あったのか、具体 的に詳 しくは知 りませ ん。 しか し、創価教育学会 が出来 た前後 の、幾つ

かの出来事 だけは覚 えて いるんです。

例 えば、チ ャップ リンが 日本 に来た。彼 は、超特急 「つ ばめ」 に乗 って、西の方 か ら東

京 に向か って来 た。当時、僕 は、横 浜駅 の構内 に住 んでお りま した。構 内に住んで いた、

と言 って も"捨 て子"で はな くて(笑 い)、 僕 の親 父は国鉄 の職 員だ ったので 、駅の官 舎に

住んでい ましたか ら、目の前が駅 のホームだったのです。

あるいは、頭 の上 を、 ドイツの飛行船 ツエ ッペ リンが通 った、というような ことは覚 え

て います が、 この創価教育学会 の出来 た翌 年の 、1931年9月18日 には、「満州事変」 が起

きてい るわけです 。

その時、僕 は、横浜駅 の改札 に、母親に連 れ られて立 ちま した。母親が一生懸命 、改札

を通 る女性 にお願 い し、戦場での無事 を祈 る"千 人針"を 縫 って もらうんです。僕 は、そ

の側 で、冬で ありましたけれ ど も、夕方か ら夜 に掛 けて二時 間 ぐらい、寒い思い をして立

って いた。 と言 うのは、親父 はシベ リア出兵の現役兵 で、当時 、 もう現役 を終 わ り、予備

役 を終 わ り、後備役 だったわけですが、"足 止 め"が 連隊 区司令部か ら来 たわけです。

"足止め"と い うのは
、旅行 して はならない、 もし、 どうして も宿泊 を伴 う旅 行 を しな

けれ ばならない場合 は、連 隊区司令部に あ らか じめ届け よ、 とい う命令です。その"足 止
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め"が 来 た ら、明 日、召集令が来 るか も知れ ない、とい う状況だ ったんです。

戦争 は満州 、今 の中国の東北部で始 まりますが、翌 昭和7年 の1月 には、満州 だ けに止

まらず、上海 にまで飛び火 します。その よ うな状況の 中で、僕 は、小学校に入学 しま した。

上海 で"停 戦協定"が 結ばれたのは5月 です か ら、その一 ヶ月前の4月 の ことで した。

何で 、そんな話 をす るか と言 うと、 その こと と戸 田城外 が発行 した 『小 学生 日本 』は、

物 凄 く関係 があ るか らです。切 って も切れ ない関係が ある。ど うい うことか、 と言 います

と、昭和7年 に小学校 に入学 した子供 たち は、旧制度 の古 い教科書で学んだ最 後の学年で

す。国語 を例 に採 ります と、翌昭和8年 か ら登場す る、いわゆ る 「サ クラ読本 」で教育 さ

れた者 と、丸 っきり違 うのです。

ハ ナ 、 ハ ト、 マ メ 、 マ ス 、

ミ ノ 、 カ サ 、 カ ラ カ サ 、 カ ラ ス ガ ヰ マ ス 、

ス ズ メ ガ ヰ マ ス

これ は、僕 ら、昭和7年 入学の一年生が学んだ、巻一の国語の教科書の最初 の部分です。

これ は、単語か ら学び始め ます。

「ハナ、ハ ト、マメ、マス、 ミノ、カサ、 カラカサ」 とい う、単語か らで す。 しか も、

自分 たちの 日常の身辺に見 られ る物か ら勉強 をす る。そ こか ら国語 を始め るわけです。

"ミ ノ"
って分か ります か?雨 具 の ことですね。・傘 と言 えば、僕 ら小学校の 時に、 コウ

モ リ傘 な ど持 って いる者 はいないんです よ。 だか ら、「カラカサ」 なんです。

ところが、翌年の昭和8年 か ら学 んだ子供 たちは、 いわゆ る俗に 「サクラ読 本」 と言わ

れ る教科書 で勉強 を開始 した。そ うい う時代 なんです。

昭和8年 入学 と言 うの は、大正15年 の4月2日 か ら、昭和元年、 この年 は一週 間 しかあ

りませ んが、元年 を挟 んで、昭和2年 の4月1日 まで に生 まれ た人たちです。 この人たち

か ら、 この 「サク ラ読本」で学んでい るんです 。

これは以前 の国語教科書 とまるで違 い ます。い きな り短 いけれ ども、セ ンテ ンスで始 ま

る。

サ イ タ 、 サ イ タ 、 サ ク ラ ガ 、 サ イ タ

コ イ 、 コ イ 、 シ ロ コ イ

ス ス メ 、 ス ス メ 、 ヘ イ タ イ ス ス メ
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驚 いた ことに、これは命 令調 なんです よ。

「コイ、 コイ、 シロコイ」の 「シ ロ」 とい うの は、犬の名前 ですね 。愛犬 か どうか知 りま

せ んが、犬 に向 かって 「コイ、コイ、シロコイ」 と言 ってい る。男の子 も女 の子 も。何 で

女 の子 が、「コイ」 なんて犬 に言 うんですか。 「オイデ」 と何で言 わないんですか 。 こうい

うところか ら一年生 の勉強 が始 ま ります 。その次 ぎに は、「ススメ、ススメ、ヘ ィタィス

スメ」 と、 もう兵隊が出てきて、 しか も、 これは命令 なんですね。

こうい う軍 国調 の教科 書は、一・年、二年 、三年 、四年 とだんだん酷 くなってい きます。

「古事記」 「日本 書紀」 も出てきます。 あれは神話 で あるに もかかわ らず、 あたか も歴 史的

な事実で あるかのよ うに教 える。神話 とい うものは、あ くまで も神話 と して教 えるべ きな

んです。事実、僕 らの世代 は、そ うは教 わ りませ んで した。

僕 らは、神話 は神話 だ、とい う風 に教 わ りました。 ところが、僕 の弟は、二つ歳下 です

けれ ども、その ことで対立 しま した。そんな ものは物語 だよ、と僕 が言 うと、冗 談 じゃな

い事実だ、 と毎 日の よ うに兄弟喧嘩 をした もんです 。四国や九州に縄 を付 けて、引 っ張 っ

て来て国 を造 ったんだ、 と言 って聞かない。

そ うい う状況 の中で、戸田城外は、昭和15年1月 に、五年生用の雑誌 『小学生 日本』 を

発行 した。 どんなに難 しか った ろうか、 とい う風 に思 います。 この年 の4月 に六年生 にな

る子供 たち、それ は間違いな く、 この 「サクラ読本」世代の子供 たちなんです。

私 などは、 「十五年戦争」 が始 まる以前は、子供で はあ りましたが、チ ャップ リンが や

って来 た りして 、一時ですけれ ども、楽 しい時代 があった。少な くとも、そ うい うことを

知 ってい る者 を読者 と して雑誌 を作 るの な ら、編集 ・発行は もう少 し易 しか った ろ うと思

い ます 。

ところが、軍国少年た ちが育 っている、その最 中に、彼 らに良心 的な雑誌 を読 ませ ると

い うことは、大変 な困難が あっただろ う、と僕 は思 うんです。僕 なんかとは違 うから、戸

田城外 のよ うな立派な人は、絶望 など しないだ ろう、 と思 うのですが。

僕 は、創価学会員は偉 いな あと思 うことが一つ ある。何 が偉 いか、と言 うと、 どん な困

難 な状況 で も、絶対に絶 望 しない。僕 など直 ぐ、絶 望 して しまうの で、到底 、これ は真似

出来 ない と思 っています。戸 田城外 も、どん なにか困難で あったろ うか、などと推測出来

るわけです よ。

つ まり、 この 『小学生 日本 』の中身を検討す るとい うことも重要 な ことなんですが 、戸

田城外 は誰 に向 かって、誰に読 ませ よ うと して、 この雑誌 を作ったか、とい うことを考 え

ない と、本 当の ところは分 か らないだろ うと思い ます。
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『小国民日本』の命名に見る戸田城外の気概

やがて、翌 昭和16年 の4月 か ら"小 学校"が 無 くなって、「国民 学校」に な ります。だ

か ら"小 学生"は い な くなる。小学生 は何 になったか。"少 国民"と 呼ばれ るよ うにな り

ます 。漢字の書 き取 りの時間 に、「はい、 しょう国民 と書 きな さい」 と言 われ 、"少"と

"小"の どち らが×で
、 どれが○ か。文 部省 が決 めたの は"少"で す 。数 が少 ないの と、

若 いとい う意味 があ るのです が、若 い国民 、 とい うことで 、"少"が ○ です。国語の テス

トで"小"と 書 いた ら×なんです。

ところが、戸田城外 とい う人物 は偉 いな あ、と思 うの は、文部省 とは違 う 『小国民 日本』

とい う雑誌 を出 しているわけですね。

"少国民"で はな く"小 国民"
、つ ま り、文 部省が 目的 と して いる子供 たち と、 自分が

育て ようとしてい る子供 たち とは違 うのだ、 と言 ってい るわけです。 これでは、当局か ら

睨 まれないわけがない。 こんなことを文章で書いた ら、一遍 に手 が後 ろに回 って しまい ま

す。 よほ ど勇気 がなけれ ば、よほ ど信念 が無 けれ ば、これ は出来 ない。

僕 だ った ら怖 くて、文部省 が 「少」 とい う字 を使 っているんだか ら、 こっちに しようと

したで しょう。子供 たちや学校の先生 たちか ら、 この雑誌の字 は間違 って るのでは ありま

せ んか、などと言 って来 た ら、 どうしようと考 え るんです が、断固 と して、彼 は最後 まで

これ を貫 いたわ けです。

太平洋戦争が始 まったのは、昭和16年12月8日 です けれ ども、翌年 の4月 に この 『小国

民 日本』 は廃刊 になって いる。 どうい う理 由で廃刊 になったかは、よ く解 りませ ん。 その

最後 の号 を、僕 は見てお りませ ん。「見 た」 とい う人間に も、出会 ったことが ありませ ん。

廃刊 にな った理 由の一つ は、その翌 月の5月 に、前に も申 しま したが、 「朝 日新聞」が

『週刊少 国民 』 という子供向 けの雑誌 を出 してい ることと関係 があるか も知れ ませ ん。用

紙事情が逼迫 してい ますか ら、それ を出す ため に 「朝 日」 が何 か細工 を したのか も知れな

い、 と僕 は思っています 。

何か 「朝 日」の悪 口 を言 うよ うですが、 あの新 聞社 は問題 が少 な くない。例 えば、終戦

直後 に、 アメ リカの科学者 が書 いた原子爆弾についての論文 を、活版 印刷 の単 行本に して

しまった ことがあ ります。新聞社ですか ら、活版 の本 を作 るの は簡単 です。少部数 を社 内

用 と して作 ったの で、外部 に持 ち出 してはいかん、 と書 いて あ ります。何故 な ら、 これ は

アメ リカの科学者の論文 を内緒で翻訳 した もので、著者の了解 は得ていないか ら、外部 に

知 られ ないよ うに しろ、 などと注意書 きをつ けて平気で出 して しまう。

「朝 日」 とい うの は、私の友人の本 多勝 一が長 い間務めた新聞社 です か ら、あ まり悪 口
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は言 いた くないけれ ども、 ど うも自社 の 『週刊少国民』 を出すために、当局 を突 っつ いた

ことが、『小国民 日本』の廃刊 に繋 がったのか も知れない。

もう一つ考 えられ る理 由 は、戸田城外 が自 ら廃刊 を決意 したのか も知 れない。 と言 うの

は、太平洋 戦争 が始 まって半年 が経 ってい る。当初 、 日本軍 は、「連 戦、連勝」 とい う格

好 になるわけです。 これ は当た り前 です 。不意打 ち を食 らわせ ば、「連戦 、連勝」 にな り

ます 。 日本 の軍 部は有 頂天 になっていた時代 なんですね。 そ うい う状況の 中にあっては、

もう、 これ以上、今 までの調子 で雑誌 は出せ ない、 と判 断 したのか も知れ ない。編集 方針

を転換 して、軍 部べった り、国家権力の言 うままの雑誌 を出 さなけれ ばな らなくな るだろ

う。 そうい う百 パーセ ン ト迎合の雑誌 は出 さない、 とい う決意 を持 って自ら廃刊 に したの

で はないか、 とい う推測 も、 この 「小国民 日本」 とい うタイ トル か ら充分に考 えられ るわ

けです。

そこの ところは、断 定 は しません。 あるいは、睨 まれ続 けた挙句 に、 もう大概 に しろ、

と当局 に言 われ て、残念 ながら引 き下が った、 とい うのが真 実か も知れ ません。 しか し、

僕 に言わせ ると、よ くこんなギ リギ リまで頑張 り続 けた、と思 います。

皆 さんに は、 聞 き苦 しい ことを言 わな くては な りませ んが 、「牧 口先 生 は偉 い」 とか 、

「戸田先生 は偉 い」 と、 よく創価 学会の方 々は言 われ るわけです よ。 それ は、 そ うに違 い

ないけれ ど も、ただ、「戦後、 いち早 く、牧口先生 の意志 を継 いで、戸田先生 は、創価学

会 を再建 し、発展 させ た、だか ら偉 い」 とい う認識 だけでは、本当の戸田城外の偉 さとい

うのは分 か らない、と僕 は思 うんです。

あの戦争 中、悪戦苦闘 して、ギ リギ リー杯 の ところで抵抗 しなが ら、雑誌 を発行 し続 け

た。その挙句 の果 てに、昭和18年 の夏、牧 口先生 と一緒 に検挙 されて しまう。悪戦苦闘 し

なが ら、 しか も、不退転 の決意の下 に、獄 に繋 がれ て も戦 うんだ、 と言 って戦 い抜 く。 そ

れは当時 の時代状況 を正確 に把握 しない と、その よ うな本当の偉 さは分か ってはこないの

ではないか。僕 は、そ う思 うんです。

牧ロ、戸田の精神 を深い所で掴め

戦後、戸田城外がやった仕事、あるいは言論、そういうものはたくさんあります。

もう時間がないから、詳 しくは申 し上げられませんけども、それは大きな影響を社会に

与 えてきた。

僕は大学 を出て、横浜の高校で教員をやっていた。その時に、社会科の教員が学園祭の

折 り、原爆 とは何だ、水爆とは何だ、とその禁止を訴える展示を、一つの教室を使ってや
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った。 とたんに、校長 か ら、 「あの部分 は、批 判的で ある。あの模造紙一枚分外 せ」 と言

われた。 そう しなければ、原水爆 に関す る展示 は取 り止め にす る、 と言 われて 、彼 は抵抗

した ものの、最終 的には、外 さざるを得 なかった。 それか ら数年間、僕 は彼 と一緒 だった

のですが、最後 まで学校 の幹部 か ら狙われて いた。

そ うい う時 に、た また ま直 ぐ隣の、横浜 の三 ツ沢 グラン ドで、創価 学会 の戸田城聖 とい

う会長 が、「原水爆禁止」 につ いて大宣言 をや ったとい うの を聞 きました。同 じ横浜です

か ら直 ぐ伝わ って来たわ けです。

その時に、僕 は、 「あ あ、 これで、 も う少 し大 きな声 で、学 校の中で も、物 が言 えるよ

うになったな あ」 とい う風 に感 じた ことを覚 えています。今 で も言論 とい うものは、かな

り不 自由です けれ ど も、簡単 に、今の ような時代 が来 たわ けでは ありませ ん。

こんな こともあ りま した。僕 は、国語教師ですか ら、漢文 を週 に一回、教 えます。その

時 に、白楽天 は偉 い、杜甫 も偉 い、と生徒 に話 した ら、たち まち校長室 に呼び 出 され た。

「君 はケシカ ラン。中国の文学者 をや た らと褒 めたた えて いるとい うで はないか」 と言 わ

れ た。

僕 は、開 き直 って、 「白楽天や杜甫 の何処 が悪 いんだ。誉 め る以外 にない じゃないか。

これ は僕 の意見ではない。大学 で教 わった僕の先 生の意見で ある。 もし、僕のや り方が ダ

メだ と言 うの なら、 あなたが来週 の漢文 の時間 に、僕 の代わ りに、白楽天 を教 えて くれ。

僕 は生徒 と一緒に授業 を受 ける。 もし、僕の教 え方が間違 ってい ると思った ら、僕 は即座

に、教員免許証 を文部省に返 しに行 く」 と言 いま した。

僕 の教員免許 とい うの は、旧制高校 の免許証 なんです。発行は教育委員会 ではな く文部

省ですか ら、文部省 に返 しに行 く、 と言 ったのです 。つ ま り"文 部省に返 しに行 く"と い

うの は、教員 を辞め る、 とい う意 味です。 そ う言 った ら、今度 は、「昔の ことは いいと し

て も、 ごく最近 の、いまの 中国の指導 者 を偉 い、 と言 って誉 めたそ うじゃないか」 と攻 め

られた。

僕 は、何 を誉 めたか と言 うと、戦争 が終 わった時 に、中国の指導者 は、「暴 を以 って暴

に報 い るなかれ」 と言 った。 中国人 が 日本 か ら暴力で さん ざん酷 い目に遭 ったの だか ら、

戦争 が終 わった今、 日本人 を暴 力で痛 め付 けてや る、 とい うのはいけない。そこで 「暴 に

暴 を以 って報 いるなかれ」 と言 ったわけです。 しか し、僕 は、中国の指導者 は偉い、 と誉

めた ものの 、誰々 とは具 体的には言 わなかった。

す ると、校長は 「君 は、中国の指導者 、毛沢東 は偉 い、と言 ったそ うじゃないか」 「そ

んな ことを言 った覚 えはない」「じゃあ、周恩来 か」 「いや、周恩 来 とも言 わない」 と押 し

問答 です 。挙句の果て に、「何だ、 その暴 に暴 をなん とか 、とい うのは」 と言 うか ら、 「そ
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れ は台湾の代表 であ る、蒋介石の言葉 である」 と言 った ものの、待て よ、 これは、ひ ょっ

と した ら、周 恩来 か も知 らん な あ、 と思 った けれ ど も、校 長 もよ く知 らんだ ろ うか ら、

「蒋介 石 を誉 めて何処 が悪 いんです」 と開 き直 った。結局 、 クビにな らなか った もの の、

そ うい う状 況が、民主主義 になったとい う戦後 に もた くさん あるわけです。突然 、言 論の

自由の時代 になったわけで はないのです。

学徒で ありなが ら、最後 まで志願 を しなか った戦争下の僕 の立場 か らみ ると、戦争 中の

戸田城 外の力の限 りの時局への抵 抗ぶ りが、 よく分か るんです 。

ですか ら、牧 口先生や戸田先 生の書かれた物 を、字 面だけ見て偉 いなんて思った りした

ら、 これ はむ しろ侮辱 になるので はないか、 と僕 は思 う。本 当の偉 さとい うのは、時代 と

の関 わ りの中で、如何 に、戦 ったか とい うことを具 体的に知 ることによ って理解 され ると

思 います。

そん なことで、 日本近代文学 を勉強す る私 が、 どうして"戦 時下 のジ ャーナ リズム"に

関心 を持つ ようになったか、 ということをお話 したわけです けれ ど、 もし、機会 があ りま

した ら、 もう一 回、この続 きをや りたい と思い ます(拍 手)。

どうも、雑駁 な話で 申 し訳 ありませ んで した。

本 日は、大変 、あ りが とうござい ました(拍 手)。

時間の関係で多くの問題について省略 しました。その中の一つを追補という形 で述べ さ

せていただきます。

それは、小学校一年生用の国語の旧教科書ですが、経験的に言いますと、教師はまず読

みを教え、つ ぎに 「花はみんな綺麗です と」言い、「いま咲いている桜のほかにどんな花

がありますか」と問います。すると児童は、つい最近見たばかりの梅 とか桃とか答えます。

教師は 「他にどんな花があるか」と尋ね、すみれ、たんぽぽなどの答えを引 き出 します。

むろん、入学後の最初の国語の時間です。そういう教室風景 をいまに私が鮮明に記憶 して

いるのは、「他に」 と問われた時、母親に買ってもらった絵本にあったデージーとアネモ

ネの名をあげたからです。「外国の花 もたくさんありますね」と言った担任の女性教師の

笑顔をいまも私は思い浮かべることができます。

たぶん、これは教師用指導書のようなものにある基本的な教え方ではないかと思います

が、重要なことは、花 を桜に限定 しないで、広い視野で花はすべて綺麗だと教 える点で、

サクラ読本との根本的な相違はそれだけでも理解されると思います。

ちなみに、私の通っていた小学校は、横浜市のモデルスクールであった青木という学校

です。
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つ いでに もう一つ 、「朝 日新聞」 に対 す る批 判の ところで、書名 を具体 的に述 べ ませ ん

で したが、 これはたんなる中傷 と受 け とられ るおそれが ありますので、書名 をはっ きりさ

せて おきます。

本の タイ トルは 『原子力の軍事 的利用』 で、著者 はプ リンス トン大学のH・D・ ス ミス

教授です。冒頭 の一節 には 「翻訳 や出版 に関す る手続 きはなにもとっていない ものだか ら、

決 して社外の人の 目にふれ ることのないよ うに十分 に注意 していただ きたい。特 に公表す

る新聞 、雑誌 、図書 その他 あ らゆ る文書 に、 この内容の一少部分で も引用 す ることは絶対

にいけないばか りで なく、他 人によ って引用 され るおそれ もない ように十 分に注意 してい

ただ きたい」 と記 されてい ます 。

発行 は昭和23年11月1日 、B6判 ・二段組 み ・173頁 。
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